




北 陸 の 植 物 第24巻 第4号 昭和52年 4 月

摘 要

1. タイワンチトセカズラ (G. shimadae HAY.) は従来台湾の特産であったが1昨年

宮古島の最高地点前原山の頂上で花・実のない標本であったが発見することが出来た。 本

種は果実の標本に基いて記載され現今まで花は知られていないが恐らく黄色ではないかと

想像する。 リュウキュウホウライカズラとは葉は円脚で質が薄いので直に区別できる。

2. リュウキュウホウライカズラ (G. liukiuensis HATS.) 本種は沖永良部島・沖縄

本島（辺土石山， 加津宇岳• 西銘岳） ・渡名喜島に知られ， 粟国島と沖纏島南部にもある

との説もあるが後のニヶ所については確認していない。 産地は西銘岳を除けばすべて石灰

岩地帯である。 一見したところではホウライカズラに似ているが， 若木の葉には中肋に沿

って白斑があり， 花が鮮黄色であるので直に区別できる。 本種の写真は拙著「琉球植物誌」

にある。 最近は喜界島でも発見されている。

3. チトセカズラ (G. multijlora MAK.) 若葉に白斑があり， 花が黄色である点はリ

ュウキュウホウライカズラと同じであるが， 葉は細長く， 花序は3-10花である点で直に

区別できる。 中国にも本種が産するように報告されているがこれはG. hongkongensis 

HAY. の誤認と思う。 これはチトセカズラに似ているが葉は鈍脚～円脚で下面のIJIRが著し

く， 花柱と韮が無毛である点で区別できる。

4. ホウライカズラ (G. nutans S. & Z.) これは屋久島以北の日本の暖地に分布し，

集散花序は1-3個， 花は白色であり， 葉に白斑が出ないので他種と容易に区別できる。

エイシュウカズラ(G. insularis N AK.) は果実か楕円形である点でホウライカズラと区別

されたが type を検した結果， 果実はつぷれているが特に長いという感はなく， その他に

区別はないのでホウライカズラの異名とする。 若しホウライカズラに似て楕円形の実をつ

けた標本を採集された方があったら御一報頂けば幸いである。
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